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Marine Organisms and Fisheries during the Construction and Operation
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要約：洋上風力発電の導入は世界的に促進されており，日本においても着床式洋上風力発電の本格的

な導入が始まった。洋上風力発電の導入では，発電施設の建設及び稼働による環境及び生態系，漁業

への影響が懸念される。これらの懸念に対しては，法令等に基づいた影響評価や監視等の対応が求め

られることが世界でも一般的となっている。そこで本稿では，この懸念への対応に資する情報集約を

目的とし，主に着床式洋上風力発電施設の建設及び稼働時に懸念される沿岸浅海域の海生生物及び漁

業への影響についての先行研究の整理を行った。尚，海生生物については，沿岸漁業での漁業対象種

を多く含む魚類及び無脊椎動物に焦点を当てている。

キーワード：洋上風力発電，漁業，底生生物，魚類，無脊椎動物

Abstract: Construction of offshore wind farms has been accelerating around the world. In Japan, the construction 
of bottom-mounted offshore wind turbines has started in earnest. There are concerns about the impacts on the 
environment, ecosystems, and fi sheries in the construction and operation of offshore wind farms. To address these 
concerns, it has become common worldwide to require the impact assessment and monitoring based on laws and 
regulations. Here, we mainly review previous studies examining the impacts of bottom-mounted offshore wind 
turbines on marine organisms and fi sheries in shallow coastal waters during construction and operation. We focus 
on fi sh and invertebrates, including species targeted by coastal fi sheries.
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まえがき

　パリ協定の採択以降，脱炭素社会の実現に向け

た動きは世界的に加速し，COP26終了時点でG20

の全ての国を含む154カ国及び1地域がカーボン

ニュートラルの実現を表明した（経済産業省資源

エネルギー庁，2022a）。こうした機運に乗じて，

洋上風力発電の導入拡大が世界的に促進されてい

る。洋上風力発電の世界の累積容量は，2021年末

時点で約5,600万kWに達したと報告されている

（GWEC, 2022）。2021年に新規導入された洋上風

力発電容量は約2,110万kWであり，中国を中心に

驚異的に拡大している。

　日本では，2020年10月の「国内の温暖化ガスの

排出を2050年までに実質ゼロとする（カーボン

ニュートラル）」宣言を皮切りに，2021年4月には

「2030年に向けた温室効果ガスの削減目標を2013

年度比46%削減する」という方針が表明され，こ

れらの目標達成に向けた長期戦略が策定されてき

た。こうした中で，洋上風力発電に関しては第6
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次エネルギー基本計画の中で，着床式と浮体式を

合わせた洋上風力発電の導入容量について，2030

年までに1,000万kW，2040年までに3,000～4,500

万kWを目指すという具体的な目標が掲げられて

おり，導入拡大に向けた機運が醸成されている。

現状，日本の洋上風力発電の累積容量は世界の累

積容量の0.5%にも満たないが（IRENA, 2022），

2018年に「海洋再生可能エネルギー発電設備の整

備に係る海域の利用の促進に関する法律（再エネ

海域利用法）」が制定されて以降，既に20以上の

区域で案件が形成されてきており，8つの促進区

域※1が指定され，その内の4区域（導入容量は約

170万kW）については発電事業者が選定された

（2022年10月31日時点；経済産業省資源エネルギー

庁，2022b）。

　現在，日本国内で導入が拡大しつつあるのは着

床式洋上風力発電であり，世界的にも主流の形式

である。この形式では，水深50～60 m以浅の浅海

域において，風力発電機を海底に設置した支持構

造物（基礎）に固定して発電が行われる（第1図）。

着床式洋上風力発電の導入では，まず，発電施設

の建設及び稼働による周辺海域の環境や生態系へ

の影響が懸念される。そのため，導入に際しては，

法令等に基づいた環境への影響の評価や監視が求

められることが世界でも一般的である（Popper et 

al ., 2022）。日本においては，環境影響評価法に

基づき調査・予測・評価が為されるが，洋上風力

発電の影響を予測・評価するためには課題が多い

（環境省，2017；経済産業省，2020）。また，案件

形成に係る再エネ海域利用法の手続きにおいて

は，漁業者を含む地元のステークホルダーとの合

意が必須であるため，漁業や漁業対象生物に関す

る懸念を払拭することが必要となる。しかしなが

ら，日本国内では，これらの影響評価に関連する

本格的な動きが始まりつつある段階であり，具体

的な検討を進めるに足る科学的知見の集積は充分

とは言い難い。

　そこで本稿では，主に着床式洋上風力発電施設

の建設及び稼働時に懸念される海生生物への影

響，その結果生じる漁業への影響についての先行

研究の整理を行い，日本国内において生じ得る懸

念事項を想定した議論を行う。基礎杭の打設や

ケーブル敷設工事による攪乱，濁りの発生等もあ

るが，ここでは基礎杭の打設時や洋上風車の稼働

時に発生する水中音及び振動，発電施設の存在に

よる影響等の日本国内で地元住民や漁業者等から

懸念されている項目を重点的に扱う（第2図）。尚，

本稿で対象とする海生生物は，主要な漁業対象種

を多く含むという観点から魚類や無脊椎動物とす

る。

第1図　洋上風車の基礎構造の種類

※1　 長崎県五島市沖，秋田県能代市・三種町・男鹿市沖，秋田県由利本荘市沖（北側・南側），千葉県銚子市沖，秋

田県八峰町・能代市沖，長崎県西海市江島沖，秋田県男鹿市・潟上市・秋田市沖，新潟県村上市・胎内市沖の8

区域。
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水中音

　着床式洋上風力発電施設の建設及び稼働時に

は，様々な過程において水中音が発生する（明田，

2021）。水中音が海生生物へ及ぼす影響について

は，海生生物の現存量や分布等に止まらず，漁業

へと波及する可能性が懸念されている。日本では，

基礎杭打ち時の水中音（打設音）や，稼働時のナ

セル※2を音源とする水中音（稼働音）の影響への

関心が特に高い。ここでは，打設音及び稼働音に

関する知見を紹介する。尚，着床式洋上風力発電

施設の建設で発生する水中音の中で，打設音の環

境影響の大きさは，水中発破を除けば，最大であ

るとされている一方で，稼働音の環境影響は船舶

運航よりも小さく，最小の部類であるとされてい

る（明田，2021）。

　水中音の海生生物への影響を考慮する際，「音

圧」は重要な影響度の指標となる。例えば，魚類

では曝される音圧の大きさによって受ける影響度

が異なることが知られており（第1表），音圧が高

い場合，海生生物の組織が損傷を受け，更には死

に至る危険性がある。また，組織が損傷を受ける

とされる水準よりも低い音圧に曝された場合で

あっても，生理機能や発生・発達，行動等への様々

な影響が発生する可能性がある。

　音圧については，水中音のタイプや解析目的に

より様々な方法で表現され（Robinson et al ., 

2014），洋上風力発電施設の稼働時に発生する持

続的な水中音や背景雑音に対しては「音圧レベル

（SPL: Sound Pressure Level）」，杭打ちの衝撃音の

ような単発的に発生する音に対しては「音響曝露

レベル（SEL: Sound Exposure Level）」が用いられ

る（明田，2021；DOSITS, 2021）。音圧レベルは，

基準音圧p 0（水中では1 µPa），測定音圧pを用いて，

以下の式で求められる。

　基準音圧は1 m2の面積に1 N（ニュートン）の

力が作用する圧力として1 µPa（1/10−6×Pa（N/

m2））と定義され，音圧レベルは「dB re 1 μPa（以

後，本稿では「dB」と表記する）」という単位で

表記される。音圧レベルの算定では，どういった

第2図　着床式洋上風力発電で懸念される海生生物への主な影響のイメージ図

※2　 洋上風車の伝達軸，増速機，発電機等を収納する部分。
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第3図　音圧の見方（打設時に発生するパルス音の例）
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第1表　水中音が魚へ与える影響度の音圧レベルによる分類（畠山（1992）を編集）
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方法で音圧が測定されたのかについて留意する必

要があり，一般的には実効値（RMS：Root Mean 

Square），ピーク音圧（peak pressure），ピーク間

音圧（peak-to-peak pressure）の3つの音圧測定方

法がある（第3図）。実効値は，測定音圧の変動の

二乗平均平方根であり，測定期間中の音の平均測

定値と見なすことができる。ピーク音圧は，陽圧

の最大値pmaxであり，「0-peak」または「peak」で

示される。ピーク間音圧は，陽圧と陰圧の最大の

振れ幅（陽圧の最大値pmax – 陰圧の最大値pmin）

で示される。これらの測定値に基づく音圧レベル

は，基準音圧prefを用いて，それぞれ以下の式で

求められる。

一方，音響曝露レベル（SEL）については，音圧

レベルと曝露時間の両方を考慮したエネルギーの

尺度であるため，観測期間をTとすると，以下の

式で求められる。

尚，打設音の研究では，杭打ち1回当たり（single 

strike）の「音響曝露レベル（SELss）」が算出され，

これは1回の杭打ちで発生する衝撃音の音響エネ

ルギーの90%の値と等しいエネルギーを持つ1秒間

の持続音のエネルギーレベル（単位はdB re 1 

µPa²s）として表される。また，複数回の杭打ち

による累積の音への曝露量を測定する際には「累

積音響曝露レベル（SELcum）」が算出され，これ

は杭打ち毎に発生するエネルギーが同等であれ

ば，杭打ち回数をNとして，以下の式で求められ

る。

　水中音を扱う上でもう一つの重要な指標とし

て，「周波数」が挙げられる。各々の生物には知

覚できる音の周波数範囲（可聴周波数帯域）があ

り，本稿で対象とする海生生物では，殆どの魚類

は数十Hzから数百Hzの低周波領域で聴覚感度が

良く，無脊椎動物の可聴域は1 kHz以下の低周波

領域にあることが知られている（Fay, 1998；海

洋音響学会，2021；Jones, 2021）。尚，イカやタ

コなどの頭足類については音圧ではなく，水の振

動を感知しているようである（海洋音響学会，

2021）。一方で，多くの人為的な海中音の周波数

領域は主に10 Hzから1 kHzの範囲にあり（海洋音

響学会，2021；Jones, 2021），船舶運航時や洋上

風力発電施設の建設及び稼働時に発せられる音は

数十Hzから数百Hzであることが知られている

（Slabbekoorn et al. , 2010；Duarte et al., 2021）。そ

のため，本稿で対象とする魚類や無脊椎動物の多

くの種は，着床式洋上風力発電施設の建設及び稼

働時に発生する水中音を感知できると考えられ

る。

　特定の音を抽出し，環境への影響を調べるため

には，水中音の周波数毎の音圧レベルを求める必

要がある。周波数スペクトルを求める方法として，

フーリエ変換が用いられる。周波数分析幅は，一

般的に1 Hzで解析され，1 Hz毎の音圧レベル（dB 

re 1 μPa / √Hz）で表される（海洋音響学会，

2021）。音源の周波数特性が分かっている場合や，

大まかに音波の周波数毎のエネルギー分布が知り

たい場合には，1/3オクターブ解析もよく用いら

れる。これは1 kHzを基準に，周波数が 21/3倍ま

たは1/21/3倍毎の幅で周波数成分の強度を足し合

わせたものである。

　また，水中音の大きさは，音源から離れるほど

減少（伝搬減衰）することは一般に知られており，

深い海で音波が四方八方に球面上に拡散していく

場合では音源からの距離が10倍になると音圧は

1/10（-20 dB）に減衰する。しかし，着床式洋上

風力発電に適した比較的浅く平坦な海では，海面

と海底の間で音波が円筒状に拡散していく。この

場合，音源からの距離が10倍になると音圧は約

1/3（-10 dB）に減衰する（海洋音響学会，2021）。

1. 打設音及び稼働音について

1) 打設音

　着床式洋上風力発電施設の建設時には，重力式

を除き，基礎杭を海底に打設する際に打設音が発

生する（第2図）。この打設音は短時間（50～100 

ms）で音圧が大きく変動するパルス音という種

類の音であり，音源音圧レベルはピーク間音圧レ
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ベルで250 dBを超える場合があり（Nedwell et al ., 

2007），音圧レベルは音源近くで急速に低下する

ものの，中程度の音圧レベル（140～170 dB）の

伝搬範囲は数十kmに及ぶ可能性が示されている

（Andersson et al ., 2016；Mooney et al ., 2020）。打

設は通常，油圧ハンマーを用いて行われ，一般的

に，打設頻度は15～60回/分，打設回数は底質や

打ち込む深さ等によって異なり，杭一本当たり

500～5,000回と幅がある（Matuschek and Betke, 

2009）。杭打ちの音圧レベルは，打設エネルギー

や杭の直径が大きくなるにつれて上昇する

（Bellmann et al ., 2020）。また，打設音には数十Hz

から数kHzの広い周波数が含まれるが，500 Hz 以

下の周波数帯にエネルギーが集中する（Mooney 

et al ., 2020）。

2) 稼働音

　洋上風車の稼働時に発生する音は，1 kHz以下

の低周波音が主であり（海洋音響学会，2021），

ナセル内のギヤボックスのギアの噛み合い周波数

（Gear Mesh Frequency）とその高調波成分が卓越

する（Pangerc et al ., 2016；Tougaard et al ., 2020）。

ナセル内で発生した音は，タービン支柱と海底の

基礎構造を介して水中に伝達される（第2図；

Hawkins et al ., 2021）。本稿では，この水中に伝達

された音を稼働音と定義する。公表されている洋

上風車（0.45～6.15 MW）の稼働音を解析した例

では，洋上風車から100 mの距離における音圧レ

ベル（RMS）は105～125 dBの範囲であり，総じて，

同じ距離で測定された船舶から発せられた音圧レ

ベルより少なくとも10～20 dB低いことが報告さ

れている（Tougaard et al ., 2020）。尚，この研究

では，洋上風車からの距離が10倍になると音圧レ

ベルは23.7 dB減少し，風速及びタービンのサイ

ズが10倍になると，音圧レベルはそれぞれ18.5 

dB及び13.6 dB増加することも報告されている。

2. 魚類への影響

1) 鰾の有無及び形態による影響の違い

　魚類の音に対する感度や聴覚閾値は種によって

異なり（Popper, 2005），鰾（うきぶくろ）の有無

が音に対する感度と密接に関連している。骨鰾類

（コイ目，ナマズ目等）や喉鰾類（ニシン目）は

圧力による鰾の容積変動を内耳に伝える器官を持

ち，これらに属する魚種は音に対する感覚が鋭い

とされる（河村・安楽，1998）。鰾と内耳を繋ぐ

器官を持たない非骨鰾類（サケ目，タラ目，スズ

キ目等）の聴覚は，骨鰾類や喉鰾類に比べて劣る

とされており，鰾を持たないカレイ目等の無鰾魚

については感覚が鈍いようである。

　鰾を持つ魚種（有鰾魚）では，累積音響曝露レ

ベル（SELcum）が210 dB re 1 μPa²sを超えると鰾

周辺の組織の内出血等が確認されている

（Halvorsen et al ., 2012a,b）。鰾を持つ魚種間でも，

鰾の形態の違いにより影響度は異なるようであ

る。鰾と食道を繋ぐ気道を持ち，鰾内のガスの出

し入れを短時間でできる魚種（開鰾類：コイ目，

サケ目，チョウザメ目，ニシン目等）と，鰾に気

道を持たない魚種（閉鰾類：タラ目，スズキ目等）

では，同じ音圧に曝露された場合の鰾周辺の組織

の損傷度は，後者の方が大きいことが報告されて

いる（Halvorsen et al ., 2012b）。一方，無鰾魚では，

有鰾魚の組織に損傷が起こる音圧レベルに曝され

た場合でも影響が認められなかったことが報告さ

れている（Bolle et al ., 2012，Halvorsen et al ., 2012

b）。

　また，ストレスレベルや代謝等の生理的影響に

ついても，鰾の有無で影響の受け方が異なる可能

性がある。メジナモドキSpondyliosoma cantharus

やヨーロッパスズキ Dicentrarchus labrax等の有鰾

魚を高い音圧レベルに曝露した研究では，酸素消

費量の増加または減少，呼吸数の増加，血中乳酸

濃度の減少等，ストレスレベルが上昇することが

確認されている（Bruintjes et al., 2016，Debusschere 

et al ., 2016）。しかし，無鰾魚であるヨーロッパ

ツノガレイPleuronectes platessaを暴露した研究で

は，酸素消費量の変化は認められていない

（Bruintjes et al ., 2016）。

　鰾のみだけではなく，体サイズも組織への影響

度の違いを生む一因となるようである。仔魚期の

魚を高い音圧レベルの打設音に曝露した研究で

は，鰾の有無及び形態に関わらず，打設音に曝露

しなかった場合と比べて生残率に差が認められて

いない（Bolle et al ., 2012, 2014）。また，シマス

ズキ類の交雑種を用いて異なる体サイズの個体間

で影響度を比較した研究では，体サイズが相対的

に大きい個体ほど損傷が大きいという結果が得ら

れている（Casper et al ., 2013）。この結果について，

著者らは，打設音のスペクトルエネルギー分布の

ピークが，大きな個体の鰾の共振周波数付近にあ

る可能性や，体サイズの違いで鰾と周辺組織の構

造（接触度）が異なることが関連している可能性
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を指摘している。

2) 水中音への曝露後の行動変化

　水中音によって魚類の遊泳や採餌といった行動

に変化が確認された場合，その変化がどれだけ長

い期間継続するかを把握することが影響度を評価

するうえで重要になる。しかしながら，当該分野

については，実際の洋上風力発電施設における知

見は非常に乏しく，曝露実験による知見が徐々に

蓄積されてきている状況である。

　打設音についての曝露実験に基づく研究では，

今のところ，曝露後に継続的な行動変化が起こる

ことは確認されていないが，一方で，種間だけで

はなく同種個体間でも行動変化に違いが生じるこ

とが明らかになってきている。タイセイヨウダラ

Gadus morhua及びカレイの一種ヨーロッパソール

Solea soleaをピークレベル150～160 dBの打設音に

曝露して遊泳行動を調べた研究では，タイセイヨ

ウダラはその場で動かなくなり，ヨーロッパソー

ルは遊泳速度が上がるといった魚種間で異なる反

応が確認されたが，これらの反応は打設音への曝

露を繰り返すと見られなくなることが報告されて

いる（Mueller-Blenkle et al ., 2010）。また，ヨーロッ

パスズキD. labraxの稚魚の群れ行動に打設音が及

ぼす影響を調べた研究では，各個体が互いに動き

を調整する能力が損なわれることで混乱が起こる

ことが報告されている（Herbert-Read et al., 2017）。

　野外海域における曝露実験の研究としては，餌

で集めた魚類を水中スピーカーで再生した打設音

を模した断続音（peak-to-peakで163～171 dB）

に曝露して行動を観察した例があり，種間及び同

種個体間での反応の違いが検出されている

（Roberts et al ., 2016b）。この研究では，ハゼの一

種Gobiusculus fl avescensは反応を示さず，ベラの

一 種Labrus mixtus及 び タ ラ の 一 種 ポ ラ ッ ク

Pollachius pollachiusでは放音と同時に急激な方向

転換や一時的に数分間餌から離れる等の反応を示

す個体がいる一方で，音に反応せずに摂餌を続け

る個体がいることも観察されている。実際の事業

海域における研究例としては，ベルギーの

Nobelwind Offshore Wind Farmの建設時のモノパイ

ル打設時（音源から400m地点における音圧レベ

ル：0-peakで199 dB）に，隣接する既設のウィン

ドファーム内（打設地点から2.3～7.1 km離れた

海域）におけるタイセイヨウダラG. morhuaの行

動をバイオテレメトリーにより調べた例がある

（van der Knaap et al ., 2022）。この研究では，打設

音が計測される海域から遠ざかる行動や遊泳距離

等に顕著な変化は認められなかったが，打設中及

び打設後には最寄りの洋上風車基部の洗堀防止工

に移動したことが確認されている。

　洋上風車の稼働音についても，曝露実験による

研究では，サイズや成長段階に関わらず行動変化

が観察されているが，それらが継続することは確

認されていない。大型の魚類の研究例では，洋上

風車の稼働音（RMSで最大165 dB）を水中スピー

カーから放音し，畜養生け簀内のタイセイヨウク

ロマグロThunnus thynnus の行動変化を観察した

例があり，遊泳水深，群れの収縮（個体間距離の

減少），遊泳速度の増加等が確認されたが，短時

間で何度も繰り返し放音されると慣れることが報

告されている（Pérez-Arjona et al ., 2014）。稚魚

への影響を研究した例では，マダイPagrus major 

の0歳魚を純音（周波数：100 Hz，音圧：140 dB 

re 1 μPa / √Hz）に20日間連続で曝露した例が

あり，突進的な遊泳や水槽底で横臥する等の反応

が見られるが，曝露から一時間後には通常の遊泳

及び摂餌行動に戻り，以降の曝露期間中でも水中

音に曝露しなかった場合と比べて摂餌行動に差が

無かったことが報告されている（島ら，2017a）。

　これらの水中音への曝露後に見られる行動の変

化は，多くの既往研究で確認されているように，

一過性であるのかもしれない。しかしながら，こ

のような短期的な変化が種内・種間の相互作用等

にどのように波及するのかについては未知であ

り，実際の洋上風力発電事業海域における研究に

よって検証する必要があると考えられる。

3) 生息状況の変化

　水中音，厳密には水中音が発生するイベントの

前後で事業区域内外の魚類の生息状況がどのよう

に変化するのかについては，最も関心が高い項目

であると考えられる。しかしながら，現時点では

公表されている事例は非常に限られている。

　米国のBlock Island Wind Farmでは，異体類の漁

獲調査による研究があり，異体類の現存量やサイ

ズ等は時空間的に変動したが，これらは産卵等の

生態と関連した変動であり，建設工事や稼働によ

る影響ではないことが報告されている（Wilber et 

al ., 2018）。また，ドイツのAlpha Ventus Offshore 

Wind Farmで実施された浮魚類（タイセイヨウニ

シンClupea harengus，ヨーロッパカタクチイワシ
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Engraulis encrasicolus，ニシイワシSardina pilchardus

等）の現存量の変化を事業区域内と対照海域で比

較した研究では，工事期間中は事業区域内の浮魚

類の現存量は対照区に比べ減少するが，稼働中で

は事業区域内外で差は確認されていない（BSH 

and BMU, 2014）。

　洋上風力施設以外の事例では，埠頭の複合施設

における杭打ち工事期間中の魚の行動をバイオテ

レメトリーによって調べた研究がある（Iafrate et 

al ., 2016）。この研究では，タイの一種シープス

ヘッドArchosargus probatocephalus及びフエダイ

の一種ネズミフエダイLutjanus griseus の生息状

況を調べており，前者の生息状況は変化しないが，

移動性が比較的高い後者については，杭打ち工事

中に生息場所を移した個体も確認されている。

4) 初期生活史への影響

　シロギスSillago japonica の受精卵（桑実胚期）

を水槽に収容し，純音（周波数：100 Hz，音圧：

140 dB re 1 μPa / √Hz）に曝露した研究では，

正常孵化率，異常卵率等に水中音の影響は確認さ

れていない（島ら，2017b）。

5) 個体間コミュニケーションの阻害

　タラ類，カサゴ類，ニベ類等の多くの魚種が鳴

音を発することが知られており，これらの魚類は

群れ行動，縄張りの主張，繁殖行動等に鳴音を利

用している（Ladich and Winkler, 2017）。洋上風

力発電施設から発生する水中音は，これらの鳴音

を介した行動を阻害する可能性があるが，今後の

研究が必要な分野である。Siddagangaiah et al .

（2021）は，洋上風力発電施設周辺海域において，

2タイプの鳴音について大きさと持続時間を調べ，

建設前と比較して，建設及び稼働中には鳴音の大

きさの増加や持続時間の延長等の変化が起こった

ことを報告している。

3. 無脊椎動物への影響

　水中音が無脊椎動物へ及ぼす影響については，

魚類を対象とした研究例に比べて非常に少ない。

この理由として，音の知覚に関しては未知の部分

が多いこと等が考えられる。これまでに，イカ類

やカニ類の浮遊幼生を対象とした曝露実験に基づ

く研究が行われてきており，行動の変化だけでは

なく，発生や発達プロセスにおける影響の可能性

が報告されている。

　Jones et al .（2020, 2021）によるアメリカケン

サキイカDoryteuthis pealeii を用いた一連の研究

では，録音した打設音に曝露すると，全ての個体

で体色変化，墨吐き，突進等の何れかの驚愕反応

が観察されたが，ある程度の回数でこれらの反応

が無くなる「慣れ」のような反応が観察されてお

り，捕食行動中に打設音を放つ実験では捕食成功

率の低下が観察されている。特に，この「慣れ」

のような反応については，イカ類を用いた他の国

内外の研究でも報告されている（Fewtrell and 

McCauley, 2012；高原ら，2022）。同様に，イカ

類であるヨーロッパコウイカSepia offi cinalisを複

数のレベルの打設音と掘削音に曝露した研究

（Solé et al. , 2022）では，最大音圧レベルの打設

音及び掘削音（それぞれ170 dB re 1 µPa2及び167 

dB re 1 µPa2）に曝露した場合，イカの幼体の生

存率は音圧レベルの増加とともに低下したが，

163 dB re 1 µPa2以下の音圧レベルでは深刻な影響

が無いことが確認されている。さらに，この研究

では，音圧レベルの増加とともに孵化成功率が低

下することが観察されている。

　また，水中音は幼生分散のプロセスにも影響を

及ぼし得ることが明らかにされている。メガロパ

幼生を洋上風力及び潮力発電の稼働音に曝露する

と，生息域の水中音に曝露した場合に比べ，稚ガ

ニに変態して着底するまでの時間が遅延すること

が報告されている（Pine et al ., 2012）。幼生分散

期に海域特有の水中音を手掛りとして生息適地に

着底，もしくは不適地を忌避する魚類や無脊椎動

物は数多く存在するようであり（Simpson et al ., 

2004, 2011），前述のヨーロッパコウイカS.offi cinalis

の孵化成功率の低下等の研究結果を踏まえると，

生活史初期に着目した研究の重要性は非常に高い

と考えられる。

　上記のような行動や生態への影響の他にも，4

種の異なるイカ・タコ類を低周波音（周波数：

50-400 Hz，音圧レベル：157±5 dB，ピークレベ

ルは175 dB）へ暴露した研究により，長時間の曝

露で全ての種に聴覚器官の損傷が生じたことが報

告されており（André et al ., 2011），長期間にわた

り連続的に放射される洋上風車の稼働音について

も影響を確認する必要があると考えられる。

杭打ちに伴う海底振動

　洋上風力発電施設の建設・稼働時には，水中音
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と同様，海底基盤に振動（海底振動）が発生する

（第2図）。基礎杭の打設時に発生する海底振動に

ついては，打設エネルギーや杭の直径が大きくな

るにつれて増大すると考えられるが，測定した例

は限られている。また，稼働時にはタービン支柱

を通じた海底振動の発生も考えられているが，こ

れを測定した例は見当たらなかった。

1. 杭打ちによる振動の測定例

　ドイツ（北海）の洋上風力発電所AmrumbankWest

建設時に測定された杭打ち（水深：19.6～23.6 m，

モノパイル直径：6 m，打設エネルギー：800 J）

で発生した海底振動速度及び周波数特性について

整理された例がある（Bruns et al ., 2014）。この例

では，海底振動は数Hz～数十Hzの低周波であり，

杭打ち地点から15 mの距離における振動速度は

約7～8 mm/s（0-peak）であり，750 m離れた地

点では0.1 mm/sまで減衰している。振動波の到達

速度（500 m/s）は，水中の音の伝わる速度（1,487 

m/s）よりも遅く，表面波であると考えられる

（Bruns et al ., 2014）。また，杭打ち地点から500 m

離れた地点における振動速度は，1 mm/s程度で

あるという予測がある（Miller et al ., 2014）。

2. 海底振動が底生生物へ及ぼす影響についての

研究例

　洋上風力発電で発生する海底振動に関する研究

は，総じて乏しいのが現状であり，海底振動が海

生生物へ及ぼす影響について調べた研究例は極め

て少ない。実際には，多くの海生生物が振動を感

知できることが確認されてきており，特に海底や

基質内に生息する生物への影響が懸念されている

（Roberts and Elliot, 2017 ; Hawkins et al ., 2021）。

影響を受けやすい生物としては，特に底生生物が

挙げられ，数少ない既往研究においては底生無脊

椎動物が主な対象とされてきている。無脊椎動物

は一般に，音に対する感度が低い一方で，振動に

対する感度は高いと考えられている（Popper et 

al ., 2001）。

　Aimon et al .（2021）によるヨーロッパミドリガ

ニCarcinus maenas に振動（20 Hz，1.08 m/s）を

与える室内実験研究では，活動量や触角の動きが

増加するといった行動変化が確認されたが，代謝

量の指標となる酸素消費量については実験の前後

で差が見られなかったと報告されている。これら

の行動変化は，雌よりも雄の方で顕著である傾向

があり，著者らは影響を評価する際には性差を考

慮することの重要性を指摘している。

　野外実験研究としては，浅いタイドプールに生

息するヨーロッパホンヤドカリPagurus bernhardus 

への杭打ちを模した海底振動（振動速度：0-peak

で1.5～3.5 mm/s）を与えた例がある（Roberts 

and Laidre, 2019）。本種は，新たに「家」として

利用できる巻貝の殻を離れた場所から探し出すた

めに，巻貝の殻から放出される化学物質を嗅覚に

より検知している。この研究では，この嗅覚によ

る探索行動が抑制されたことが報告されている。

　また，海底振動の影響範囲については，底生無

脊椎動物では数百メートルの広範囲にわたり何か

しらの行動影響を受ける可能性がある。ヨーロッ

パエビジャコCrangon crangon（Heinisch and Wiese, 

1987 ; Berghahn et al ., 1995）やヨーロッパホンヤ

ドカリP. bernhardus（Roberts et al ., 2016a）といっ

た甲殻類についての研究例があり，低周波域の振

動（70～170 Hz）に対して感度が高く，反応閾値

は振動加速度（RMS）0.11～0.57 m/s2の範囲であ

ることが報告されている。この反応閾値を振動速

度に変換すると約0.2～0.9 mm/sであり，前述の

AmrumbankWest建設時の杭打ちの測定例に当ては

めた場合，これらの種は震源から250 m以上離れ

た場所でも振動を感知できる可能性が考えられ

る。

　甲殻類以外では，海底振動により誘発される二

枚貝の閉殻反応について調べた例がある。ヨー

ロッパイガイMytilus edulis を用いた例（Roberts 

et al ., 2015）では，振動刺激による明確な閉殻周

期の変化が観察され，甲殻類と比較して，低い周

波数域（10 Hz）で感度が高く，反応閾値も非常

に低いこと（RMS：0.06 m/s2）が報告されている。

また，海域においてバイブロハンマー及びインパ

クトハンマーを用いた模擬杭打設（杭直径30cm）

を行い，イタヤガイ科二枚貝のマゼランツキヒ

Placopecten magellanicusの殻の開閉への影響を調

べた例（Jézéquel et al ., 2022）では，杭打ちから8 

mの地点（振動加速度レベル：109.95±1.25 dB re 

1 µm·s-2）ではインパクトハンマーによる打設に

同期した閉殻が観察されたが，杭打ちから50 mの

地点（振動加速度レベル：87.08±2.88 dB re 1 

µm·s-2）では確認されていない。この反応は，幼

貝で顕著であり，連続した打設による反応の消失

（慣れ）は確認されていないが，殻の開閉行動は

杭打ち終了後15分程度で通常の状態に戻ることが
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報告されている。尚，殻の開閉行動の日周リズム

の乱れは確認されていない。

発電施設の存在による流況等の変化

　モノパイル式洋上風力発電（第1図）では，海

流を受けるモノパイルの下流側で乱流が発生する

（van Berkel et al ., 2020）。乱流の影響範囲は，下

流方向にモノパイルの基礎直径の10倍程度である

と考えられている（西村ら，2018）。また，形式

に関わらず，上流風車により下流風車で後流風速

が弱まる現象（ウェイク）が発生することにより，

風が海面に及ぼす力（風応力）が減少し，海水の

湧昇または下降が起こることが想定されている

（van Berkel et al ., 2020）。これら乱流やウェイク

は，底質の再懸濁（濁りの発生），塩分・水温躍

層の乱れ，垂直混合の促進による表層への栄養供

給の増加等の海域環境の変化を介して，海洋生態

系へ影響を及ぼすことが懸念されている。しかし

ながら，今のところ，顕著な海域環境の変化が起

こった例は報告されておらず，発電施設の存在に

よって生じる影響と自然変動による影響を区別し

て評価することは難しいようである（van Berkel 

et al ., 2020）。

発電施設への生物蝟集

　洋上風力発電施設の建設後には，モノパイルや

風車基礎部の捨て石（洗堀防止工）等の新たに導

入された海中構造物を生息場とする生物が加入す

る（第2図）。北海の研究例では，水深の違いによ

る生物の帯状分布が確認されており，水面近くで

は大型藻類やイガイ類，中間の深さではフジツボ

類等の濾過摂食者，より深い場所ではイソギン

チャク等の付着生物が優占していたと報告されて

いる（De Mesel et al ., 2015）。同海域における他

の研究例では，ヨーロッパイチョウガニCancer 

pagurus等が周年，風車基部に優占して出現した

ようである（van Hal et al ., 2012）。これらの生物

の増加が起点となり，栄養段階がより高次の生物

を蝟集すると考えられる（Degraer et al ., 2020）。

　洋上風力施設に蝟集する栄養段階が高次の生物

については，主要な漁業対象である魚類に関する

研究が蓄積されてきている。これらの蝟集する魚

類は，利用目的や利用頻度により幾つかのタイプ

に分けられることが確認されており，洗堀防止工

等に特異的に生息する生物を主な餌とするタイ

プ，一時的に風車周辺を餌場として利用するタイ

プ，風車基礎に生息する生物を餌として利用せず

に風車周辺を一時的な避難所として利用するタイ

プ等が存在するようである（Degraer et al ., 2020 ; 

Mavraki et al ., 2021）。ベルギーのC-Power Wind 

Farmで実施された胃内容物と安定同位体比に基

づく研究では，タラ類（タイセイヨウダラGadus 

morhua及びフランスダラTrisopterus luscus）やカ

ジカ類（Myoxocephalus scorpioides）のような移

動性の低い底生魚類は風車構造物上で特異的に見

られる十脚目（エビ・カニ類）や短脚類等の底生

無脊椎動物を主な餌として長期的に利用している

が，移動性の高い浮魚類は蝟集する目的が異なる

ようであり，ニシマアジTrachurus trachurusはこ

れらの表在性底生生物を一時的に集中して捕食

し，タイセイヨウサバScomber scombrusは風車構

造物で特異的に見られる生物を殆ど摂餌していな

いことが報告されている（Mavrak et al ., 2021）。

同じくベルギーにおける2つの洋上風力発電所を

対象とした研究では，1つの洋上風力発電所にお

いて，周辺海域の砂地に比べて，ヨーロッパツノ

ガレイPleuronectes platessaの密度が洗掘防止工

により造られた岩場が混ざる砂地エリアで有意

に増加したことが報告されている（Buyse et al ., 

2022）。尚，著者らは，ヨーロッパツノガレイが

増加した可能性として，造られた砂地エリアが好

適な餌場・避難場となったことを挙げている。隣

国のオランダのファームにおける研究では，タイ

セイヨウダラG. morhuaが周年，風車基部に優占

したことが報告されている（van Hal et al ., 2012）。

また，米国のBlock Island Wind Farmにおける研

究では，運開から3年後の調査で，風車基部に岩

礁域を好むハタ科魚類のブラックシーバス

Centropristis striata が風車一機当たり100 個体程

の高密度で確認されている（Hutchison et al ., 

2020）。総じて，底生魚類または岩礁域を好む魚

類は，洋上風車周辺の環境を生息場として好む傾

向がありそうである。ただし，洗堀防止工の工法

の違い等により造られる環境が異なることが予想

され，カレイ類のように底質との相性が重要であ

る底生魚類については，このような傾向が見られ

ない可能性がある。

　浮魚類の蝟集様式の違いは，上述の利用目的の

違いの他に，魚種毎の生態に応じた来遊時期の違

いにも因ると考えられる。オランダの例ではタイ
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セイヨウサバS. scombrusが夏季に風車構造物周辺

に大規模な群れを成して蝟集することが確認され

ており（van Hal et al ., 2012），日本の例では，北

九州沖におけるハイブリット重力式洋上風車の実

証研究で，マアジTrachurus japonicusが秋季に同

様に蝟集することが確認されている（NEDO, 

2018）。また，このような季節的もしくは一時的

に風車周辺を利用する浮魚類には，沿岸性の魚種

だけではなく，外洋性の強い魚種も含まれるよう

である。前述のBlock Island Wind Farm周辺海域を

利用する漁業者及び遊漁者への聞き取り調査の結

果では，風車周辺で確認された魚種の中には，シ

イラCoryphaena hippurusやタイセイヨウヤイト

Euthynnus alletteratus等の外洋性の強い魚種が含

まれていたようである（ten Brink and Dalton, 2018）。

　ここまで，国内外の着床式洋上風力施設の例を

紹介してきたが，日本国内では浮体式洋上風力施

設の実証試験が実施されており，その中で得られ

た魚類の蝟集に関する成果についても紹介する。

　長崎県五島沖の浮体式洋上風力発電実証試験で

は，バイオテレメトリーによるマダイPagrus 

major及びブリSeriola quinqueradiataの行動調査が

実施された。その結果，風車周辺における滞留時

間は，マダイは冬季で10日，夏季では1日程度，

ブリは3日程度であり，両種とも季節に関わらず

滞留時間は長くはなく，発電施設への親和性が低

いことが確認されている（Karama et al ., 2021）。

一方で，著者らは，設置後1年の結果であり，蝟

集に重要な餌生物である付着生物群集が安定化す

るまでには更に時間を要することを挙げ，より長

い期間での観察を推奨している。また，福島県沖

の浮体式実証試験では，クロマグロThunnus 

orientalisが風車近辺で漁獲されており（福島洋上

風力コンソーシアム，2018），一時的かもしれな

いが，外洋性の強い浮魚類を蝟集させることが示

唆されている。浮体式洋上風力施設と類似した構

造物として浮魚礁があり，これらはマグロ類等の

外洋性の強い浮魚類にとって，餌場ではなく，隠

れ家や休息場として利用されていると考えられて

おり（伊藤ら，2010），浮体式洋上風力施設も同

様の機能を有する可能性が考えられる。

　以上のように，生物蝟集に関しては，種や生物

量の増加や一部の生物種の環境利用性については

研究が行われてきているが，蝟集する生物種やそ

れらの蝟集の程度は海域の環境特性や生物相，造

られる環境の違い等により異なると考えられるた

め，海域毎の検証が必要になると考えられる。ま

た，生物蝟集は漁業にポジティブな効果をもたら

す可能性があるが，生態系や漁業に対する具体的

な影響については未知数であり，例えば，外来種

の侵入を助長しないか，蝟集した生物が水産有用

種に悪影響（捕食等）を与えないか，蝟集する生物

を有効に利用することが可能か等の問題も想定さ

れる。

シャドーフリッカー

　洋上風力発電におけるシャドーフリッカーと

は，運転に伴い回転する風車のブレードの影によ

り，海面・海中に明暗が生じる現象を指す（第2

図）。シャドーフリッカーが起こるには，影が生

じる天候や時間等の条件が揃う必要があり，生物

に影響を及ぼす時間は限られると考えられる。現

状，シャドーフリッカーの生物影響についての研

究は，世界的に見ても，陸上風力発電について僅

かに存在する程度であり，洋上風力発電について

は殆ど進んでいない。

　陸上の風力発電では，遡河回遊性サケ科魚類で

あるタイセイヨウサケSalmo salarに対する影響を

文献調査で検討した研究例があるが，河川を利用

する卵～浮上稚魚期，降河期及び遡上期（成魚）

においては，何らかの影響を及ぼす可能性を示す

生物・生態学的な根拠はなく，総じて影響の可能

性は殆ど無いと予想されている（Dodd and Briers, 

2021）。また，水生生物ではないが，飼育されて

いる馬を対象とした研究例では，極一部（424頭

中11頭）が厩舎の窓や放牧中の地面にかかる風車

の影を避ける反応を示したが，すぐに慣れたこと

が報告されている（Seddig, 2004）。

　陸上風力発電に関する限られた知見からは，

シャドーフリッカーが深刻な影響を及ぼす可能性

は示されていない。しかしながら，洋上風力発電

では，海中の照度への影響や主に水面下を利用す

る魚類等への影響等といった懸念が残っており，

今後も科学的な根拠を得ていくことは必要である

と考えられる。

電磁界

　電磁界とは，送電線の周囲に発生する電界と磁

界の総称である。洋上風力施設の場合では，海底

に敷設される送電ケーブル（タービン間を繋ぐイ
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ンターアレイケーブル及び，陸上グリッドまでの

エクスポートケーブル）の周囲で発生する（第2

図）。電磁界の強度はケーブルから距離が離れる

と急激に減衰（理論減衰率＝1/距離3）するため

（Gill et al ., 2009），多くの場合，海生生物へ及ぼ

す影響はケーブルルートに沿った狭い範囲に限ら

れると考えられている（Wilson et al ., 2010）。一

方で，電磁界の強度はケーブルの設計や敷設工法

等により変わることや，電磁界への感受性が高い

種は数百メートル離れていても影響を受ける可能

性が指摘されている（Gill et al ., 2009）。

　魚類やエビ・カニ類のような底生無脊椎動物に

ついては，電磁界を感知する種の存在が確認され

ている（Snyder et al ., 2019；Albert et al ., 2020）。

例えば，サケ類やウナギ類等のように大規模な回

遊を行う魚種は，地球の自然磁場の強度と方向を

認識することで目的地を目指していると考えられ

ている（Snyder et al ., 2019）。そのため，送電ケー

ブルで発生する電磁界の生物への影響は，生理的

な面だけではなく，行動にも干渉する可能性が懸

念される。

　生理機能及び行動への影響については，底生無

脊椎動物や魚類を対象とした研究が欧州において

蓄積されてきている。ヨーロッパエビジャコ

Crangon crangonやミナトオウギガニ Rhithropanopeus 

harrisii等の小型甲殻類と，ヨーロッパイガイ

Mytilus edulisを電磁界（DC磁界3.7 mT）に34～93

日の長期にわたり曝露した研究では，生存，酸素

消費量や生殖腺の発達に影響を及ぼさないことが

確認されている（Bochert and Zettler, 2006）。ヨー

ロッパイガイM. edulisについては，成体を300 µT

及び47 µT（環境の磁界強度）の電磁界に曝露し

た研究があり，殻の開閉運動や濾水量に有意な差

が認められなかったことが報告されている

（Albert et al ., 2022）。二枚貝であるバルチックシ

ラトリMacoma balthica及びゴカイの一種であるセ

イヨウカワゴカイHediste diversicolorを50 Hzの

AC 磁界（1 mT）に9～12日間曝露した研究があり，

生存，摂餌量や呼吸数には影響が認められない一

方で，アンモニア排泄量が増加することが報告さ

れている（Jakubowska et al ., 2019）。また，Scott 

et al .（2021）による，ヨーロッパイチョウガニ

Cancer pagurusを異なる強度の電磁場（250 µT，

500 µT，1000 µT）に暴露した研究では，強度に

依存した生理機能及び行動への影響が確認されて

いる。この研究では，250 µTでは顕著な生理機能

及び行動への影響は認められなかったが，500 µT

と1000  µTではL-乳酸とD-グルコースの概日リズ

ムの乱れや総血小板数の変化という生理的な影響

が確認され，電磁波源である装置に引き付けられ

る，動き回る時間が大幅に減少するといった行動

の変化も確認されたことが報告されている。しか

しながら，同じ甲殻類であるヨーロッパロブス

ターHomarus gammarusの稚エビを225±5 µTのAC 

またはDC 磁界に一週間暴露した研究では，隠れ

家を探す行動や探索行動には影響が認められな

かったことが報告されており（Taormina et al ., 

2020），前述のヨーロッパイチョウガニC. pagurus

の結果を考慮すると，個々の種で生理機能及び行

動への影響は異なる可能性が考えられる。

　電磁場を受容するような反応は魚類の研究でも

確認されており，Jakubowska et al .（2021）によ

るニジマスOncorhynchus mykissの稚魚を用いた研

究では，DC磁界（10 mT）またはAC磁界（1 mT）

に40日間曝露したところ，酸素消費量の変化等の

ストレス反応は認められないが，曝露期間終了後

に曝露条件であった磁界強度を好むようになる傾

向がみられたことを報告している。一方，イカナ

ゴの一種Ammodytes marinusの仔魚（孵化後17～

24日，体長約12 mm）を高電圧直流（HVDC）で

生成されるレベルの磁界強度勾配（50～150 µT）

に曝露した研究では，仔魚の空間分布，遊泳速度，

遊泳距離等に影響は認められていない（Cresci et 

al ., 2022）。

　ここまで紹介した研究は屋内における暴露実験

に基づくものであるが，実海域ではバイオテレメ

トリーを用いた研究例が蓄積されつつある。産卵

回遊期のヨーロッパウナギAnguilla anguillaの研究

では，130 KVのAC ケーブルが敷設されているエ

リアを横切る際に遊泳速度の低下が確認された

が，これによる移動の遅れは僅かであり，影響は

小さいと結論付けられている（Öhman et al ., 

2007）。また，DCケーブル（200 kV，400 MW，ケー

ブル付近の磁界強度：245 nT）がキングサーモン

Oncorhynchus tshawytschaの降海した稚魚とチョ

ウザメAcipenser medirostrisの回遊へ及ぼす影響を

研究した例では，これら両魚種の回遊に影響が無

いことが報告されている（Kavet et al ., 2016）。硬

骨魚類以外を扱った研究としては，アメリカンロ

ブスターHomarus americanusとガンギエイの一種

Leucoraja erinaceaのそれぞれの種ついて， HVDC

ケーブル（150 KV，330 MW，磁界強度：99.2～
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116.6 μT）上に設置したケージ内に収容し，行

動の変化を観察した例がある（Hutchison et al ., 

2018）。この研究では，ケーブルに通電すると，

移動距離の延長，移動速度の低下，方向転換の頻

度の増加，高い電磁界のエリアで過ごす時間の増

加といった行動の変化が両種で確認され，L. 

erinaceaの方がより強い影響を受けた。

　総じて，生理機能及び行動を介した致命的な影

響は確認されてきてはいないが，影響の大きさは

個々の種や磁界強度に応じて異なる可能性が指摘

されている。そのため，生存や分布に影響を与え

るか否かを明らかにするために，今後も知見の蓄

積が必要であると考えられる。

漁船操業への影響

　洋上風力発電施設の建設及び稼働期間中，発電

事業区域における漁業操業は，発電事業者が設け

るルールや，風車や送電ケーブルといった発電施

設の存在等により制限される。ここでは，洋上風

力発電が漁業操業へ及ぼす影響ついて先行地域に

おける知見を紹介する。

1. 発電事業海域への立ち入り制限について

　ドイツやベルギーでは，洋上風力発電の事業海

域への立ち入りや漁業活動が基本的に禁止されて

いる（Schupp et al ., 2021）。イギリスでは，建設

期間中は建設現場から半径500 mの範囲，稼働中

は風車から半径50 mの範囲への立ち入りは規制

されているが，稼働中の洋上風力発電の事業海域

内における漁業活動は規制されていない（Gray 

et al ., 2016）。また，欧州外の事例として，米国

で現在稼働している唯一の洋上風力発電である

Block Island Wind Farmでは，施設近傍への立ち入

りや漁業活動は制限されていない（ten Brink and 

Dalton, 2018）。 

2. 漁船操業に関する調査及び研究事例

　欧州における洋上風力発電の開発は北海やバル

ト海に集中しており，これらの海域は遠浅の砂泥

底である。そのため，底生生物を対象とした底曳

網（ビームトロール，オッタートロール）による

漁業が盛んであり，漁場が洋上風力発電の開発海

域と重なる場合が多いようである（Stelzenmüller 

et al ., 2020）。特に，底曳網と送電ケーブルの干

渉については懸念される重要な課題である。底曳

網のような移動式漁法は，固定式漁法（刺網，延

縄，籠等）に比べて，送電ケーブルの損壊リスク

が遥かに高いと考えられている（Drew and 

Hopper, 2009）。底曳網と送電ケーブルの干渉に

ついては，漁具に形状を変える工夫を施す対策の

他に，送電ケーブルを海底に埋設することにより

軽減できるようであり，海底の地盤が固い場合は

40 cm以下，砂礫質の海底の場合は50 cm，柔らか

い泥底の場合は50 cm以上の深さに埋設すること

が推奨されている（UK Department for Business 

Enterprise and Regulatory Reform, 2008)。

　また，EUでは長さ12 m以上の漁船は衛星通信

による船舶モニタリングシステム（VMS：Vessel 

Monitoring System）の設置が義務付けられおり，

漁船の位置や速度等の情報がデータベース※3に集

約されている。英国アイリッシュ海では，洋上風

力発電事業海域における漁業実態の変化とその原

因を探るために，このVMSデータと，発電所運開

後の漁業実態調査及び漁業者への聞き取り調査の

結 果 を 用 い た 分 析 が 行 わ れ た（Gray et al ., 

2016）。その結果，底生魚類（カレイ類等）の漁

獲努力量と漁獲量の大幅な減少の原因は，洋上風

力発電事業ではなく，カレイ類がTAC （Total 

Allowable Catch：総漁獲可能量）の対象魚種に指

定され，採捕することができる年間の漁獲可能量

が減少したことが原因であることが明らかにされ

た。さらに，ヨーロッパアカザエビNephrops 

norvegicusの漁獲量については，発電所の建設前

後で変動は認められなかったが，VMSデータでは

発電事業区域内における漁業活動に小から中程度

の低下が認められており，これは漁業者が送電

ケーブルや風車との衝突等のリスクを懸念したこ

とで起こったことが明らかにされた（第4図）。こ

のように，漁獲努力量や漁獲量等の変化の把握に

加えて，漁業の操業位置の調査や聞き取り調査を

行うことにより，どのような影響が及んでいるの

かを具体的に把握することができると考えられ

る。

　米国では，前述のBlock Island Wind Farmの事業

区域を含む海域において，漁業者や遊漁者を対象

※3　 英国の場合，政府機関であるMarine Management Organizationがデータを保有している。
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とした発電所の運開から1年後の状況についての

聞き取り調査が行われている（ten Brink and 

Dalton, 2018）。この海域では，カレイ・ヒラメ類

やホタテガイ類を対象とした底曳網漁業，アメリ

カンロブスターHomarus americanusを対象とした

籠漁業をはじめ，刺網等の様々な漁法を用いた漁

業が営まれており（Lipsky et al ., 2016），釣りや

水中銃による遊漁も盛んである。聞き取り調査の

結果からは，遊漁者は洋上風力発電施設の影響を

ポジティブなものと感じているが，漁業者の一部

は遊漁者の増加に伴う漁場の混雑により，操業が

妨げられることを懸念していたことが明らかに

なった。また，漁業者の80%以上が，風車への衝

突の危険性，工事中の漁場へのアクセス阻害，漁

場の消失，漁具の損傷等について不安を感じてい

たようである。

影響の評価方法

　洋上風力発電事業の環境や漁業への影響を事前

に予測することは，実海域における情報が少ない

こと等の理由から現状では容易ではない。事前予

測を可能にしていくためには，まず，モニタリン

グ調査による情報の蓄積・共有が着実に為されて

いくことが欠かせないと考えられる。また，影響

の有無を評価する際には，自然変動による変化と

人為的影響（事業影響）による変化の分離が困難

であることが悩ましい問題として付き纏う。この

問題に対処するためには，事業実施前の状態と建

設中及び運開後の状態の時空間的な比較をするこ

とにより，影響の有無とその程度を把握しなけれ

ばならない。これらを考慮した影響調査手法とし

て，BACI（Before-After-Control-Impact）デザイ

ン（Green, 1979）によるモニタリング調査が挙

げられる。BACIデザインでは，事業影響が想定

される事業区域内の海域（影響海域：Impact）と

事業影響が及ばないと想定される事業区域外の海

域（対照海域：Control）の双方において，事業

実施前（Before）と実施後（則ち，建設中及び運

開後：After）に調査を行い，その結果を統計的

に比較解析することにより，影響の有無とその程

度を評価する（第5図）。しかしながら，日本にお

けるBACIデザインの適用における難点として，

環境の複雑性や海域利用等の制約により対照海域

を設定することが難しいことや，調査に関する

様々な負担の増加といったことが考えられる。こ

れらの難点をクリアできるかもしれない選択肢の

一つとして，BAG（Before-After-Gradient）デザ

インというものがある（Secor, 2018；Methratta, 

2021）。BAGデザインによる調査は，水中音や発

電施設の存在による流況の変化等の距離に応じて

変化する要因の影響を評価する場合に適している

A 2007 B 2013

Walney2 Walney2

第4図　洋上風力発電所（Walney2）の建設前後での底曳き網漁船の操業状況の変化をVMSデータにより
比較した例（Gray et al ., 2016の図を一部改変）
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第5図　BACIデザインの導入による生物量への影響評価の概念図
（（A）影響が有りそうな場合；（B）影響が無さそうな場合）
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とされており，洋上風車（影響源）を基点とした

距離に応じた影響勾配を計測するために，一定の

距離毎に調査地点を設定して調査が行われる（第

6図）。海域特性や漁業実態等に応じて，これらの

事業影響を検出するのに適した調査デザインを選

定し，影響把握のための調査を設計することが望

ましい。

おわりに

　ここまで紹介してきたように，欧州を中心に洋

上風力発電の導入が始まり10年以上が経過した現

時点でも，環境や生物，漁業への影響について結

論付けられることは非常に限られている。こうし

た状況を踏まえると，日本を想定した場合，各地

で生じる様々な懸念を払拭しつつ洋上風力発電の

導入目標を達成するためには，急速な知見の蓄積

が必要となる。何故なら，日本周辺の海洋環境の

多様性は高く，漁業についても地域によって漁獲

対象種や漁法が異なるため，想定される懸念事項

も膨大となるためである。特に，日本では，各地

で重要な漁獲対象種への影響が必ず懸念されるた

め，個々の影響項目についての実験的検証だけで

はなく，導入期である現時点から実海域における

情報を可能な限り網羅的に収集・集約していくこ

とが，洋上風力発電の効率的導入への近道となる

と考えられる。

　漁船操業への懸念については，情報収集手法の

効率化が望まれる。日本では，VMSや船舶自動識

別装置（AIS: Automatic Identifi cation System）等

を搭載した漁船は限られるため，欧州のように漁

船の操業状況のデータを一括して得ることはでき

ない。しかし，漁業者の協力を得られる場合，漁

船にGPS端末を装備した標本船調査を実施するこ

とにより，操業状況を把握することが可能と考え

られる。この操業状況のデータと，漁獲量や漁獲

努力量等のデータを用いて，洋上風力発電所の建

設前後での変化を定量的に比較できると考えられ

る。また，洋上風力発電と漁業が共存するために

は，既存の漁法毎の送電ケーブルや根固め石等と

の干渉リスクの整理や，洋上風力発電開発海域に

適した漁法，漁具の改良等の研究も今後望まれる。
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